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トンネルに近接して大規模建築物の杭が施工される場合において，特に軟弱地盤の場合にはその影響が
大きくなる傾向にある．また基礎部分の掘削で周辺地盤がリバウンドによりトンネルが隆起することもあ
るそのような場合には，近接協議にて影響の予測値およびその対策を検討することとなるが，その影響解
析の手法が十分に確立されているとはいいがたい．そこで，報告文は基礎杭を有する建物が，トンネルに
近接して施工される場合の，影響解析手法を提案するとともに，施工時のトンネル挙動の計測値を解析結
果と比較してその妥当性を述べるものである． 
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1．はじめに 
 
トンネルに近接して建造物が施工される場合，その施
工時の影響を予測するために簡易的にトンネル横断方向
の弾性二次元FEMが多く用いられている．しかし，近接
する構造物がトンネル奥行きに対して短い杭などを対象
とする場合には，トンネル横断方向の弾性二次元FEM解
析に，その考慮を行わないと予測が不正確となる．従来
からこのような課題があったものの，その予測手法が十
分に確立されていない．そこで，平面FEM解析と横断
FEM解析を段階的に行う(以下，疑似三次元解析という)
予測手法について事例をもとに，その妥当性を検証する． 

 
2．二次元解析の問題点 
 
一般に近接問題に関してトンネルへの影響解析を実施
する揚合トンネル横断方向断面における地盤を対象とし
た二次元FEM解析を用いることがほとんどである．図-1
に杭の平面的な挙動を示すが，地盤応力を解放するとそ
の周辺にアーチング効果があらわれる．しかしトンネル
横断方向の二次元FEM解析にその考慮をしなければ,図-2
に示すように，杭の要素が溝掘り状態を表現することと

なり，現実的な挙動と異なる結果となる． 
そこで，近接構造物が杭基礎のように奥行きが短い場
合が，解析における課題となる．この課題の解決方策は，
三次元FEM解析を行うことが考えられる．しかし，三次
元FEM解析には，次のような欠点がある． 

1)多くの手間がかかり費用が高くなる． 
2)三次元解析結果と実測値を比較した例が少ない． 
従来，多くの地盤を対象とした二次元FEM解析が実施
され，現場との実証がなされてきた．その結果として，
解析に与える変形係数やポアソン比を適切に条件を与え
ることで，おおむね実際の挙動が表現できると言われて
いる．例えば，地盤を掘削する場合のリバウンド量を推
定するためには，掘削より以深の変形係数を３倍～４倍
とすれば，現場の実態に近づけることができるなどであ
る．一方，地盤を対象とする三次元FEM解析は実施例が
まだ少なく，解析に入力する地盤の物性値などの検証が
十分なされているとは言い難い．そこで，杭施工時の地
盤応力を解放する解析にあたっては，実績のある二次元
FEM解析を基本とした． 
一方，軟弱粘性土地盤の場合，建造物の地下部分の掘削や杭施
工による地中内応力の変化により，圧密沈下が生じることがある．
このような地盤の乱れによる圧密沈下量も必要に応じて考慮する． 
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CONSIDERATION OF INFLUENCE AGAINST SHIELD TUNNEL UNDER PILE 
CONSTRUCTION OF HIGH RISE BUILDING 

 
Hiroyuki MINAKAMI, Kunitaka UNAMI, Keiji OISHI and Motoi IWANAMI 

 
In case that the piles of high rise building are constructed in contiguity with the tunnel particularly at the soft ground area, the 

tunnel tends to have a significant influence. In addition, the upheaval of tunnel by the rebound of the surrounding ground is oc-
curred by the underground excavation. In the case at the soft ground condition, the conferring meeting among the parties con-
cerned will be held and considered the predicted value and taken measures. But it is difficult to say that the method of effective 
analysis hasn’t been established. This report is proposed the method of effective analysis in the case that the building with piles 
will be constructed in contiguity with the tunnel and expressed the validity for the method by compared with the result of the 
analysis and the measurement. 
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